
書

評

安
田

章
著

『
朝
鮮
資
料
と
中
世
国
語』

『朝鮮資料と中世国語』

本
書に
就
い
て
は
『
国
語
と
国
文
学』
(五
八
巻
第
五
号)
に、
福
島
邦
道
氏

に
よ
る
日
本
語
学
的
観
点
よ
り
の
書
評
が
あ
り、
そ
れ
も
参
照
さ
れ
た
い
が、

評
者に
要
求
さ
れ
る
の
は、
朝
鮮
語
学
的
見
地
か
ら
の
そ
れ
で
あ
ろ
う。
と
は

申
せ、
評
者の
関
心
を
有
す
る
の
は、
本
書で
扱
わ
れ
る一
聯の
朝
鮮
資
料
よ

り
古い
所に
あ
り、
乙
の
方
面
に
積
極
的に
携
わっ
た
乙
と
も
な
く、
同一
土

俵
上
で
は
論
評
し
難い。
従っ
て
極
め
て一
般
的
な
論
評、
或
は
紹
介
に
終
わ

る
で
あ
ろ
う乙
と
を、
予
め
御
諒
承
願い
た
い。

京
都
大
学
文
学
部
で
は、
新
村
出
氏
が
朝
鮮
語
に
関
心
を
示
さ
れ
た
こ
と
も

あっ
て、
薩
摩
苗
代
川
在
住
の、
文
禄・
慶
長
の
朝
鮮
侵
略
時に
技
致
さ
れ
た

人
々
の
子
孫
よ
り
得
ら
れ
た
朝
鮮
語
資
料
が、
言
語
学
科に
蔵
さ
れ
て
い
る。

そ
れ
ら
を、
或
は
国
内
他
所
や
韓
国
に
資
料
を
求
め
て、
浜
田
敦
前
教
授
は、

近
年
流
行の
対
照
研
究
を
早
く
よ
り
朝
鮮
資
料に
試
み
ら
れ、
又一
聯
の
朝
鮮

資
料
を、
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
と
し
て
刊
行
し
て
お
ら
れ
る。
浜
田
氏の

と
の
方
面
の
研
究
は、
『
朝
鮮
資
料に
よ
る
日
本
語
研
究』
(
昭
和
四
十
五
年、

岩
波
書
庖)
に
ほ
ぼ
収め
ら
れ
て
い
る
が、
要
す
る
に、
日
本
語
と
文
法
構
造

を
著
し
く
同
じ
う
し
な
が
ら
も、
一
方
で
は
ズ
レ
を
見せ
る
朝
鮮
語
は、
日
木

語
内
省の
大
き
な
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り、
そ
れ
ら
資
料
中に

評〔番

藤

本

夫

幸

は、
あ
る
年
代
的
隔
り
を
置い
た
改
修
版
も
あ
り、
日
本
語
の
推
移の
姿
を、

種々
の
操
作
と
検
討
を
経
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
の、
窺
知
し
得
る
の
で
あ
る。

更に
十五
世
紀
中
葉に
創
製
さ
れ、
極
め
て
合
理
的
と
学
問
的に
も
高い
評
価

を
受
け
て
い
る
表
音
文
字、
ハ
ン
グル
に
よっ
て、
日
本
語
の
発
音
が一ホ
さ
れ

て
お
り、
語
索、
文
法、
音
韻
等の、
日
本
語
学
の
広い
領
域に
資
す
る
が、

そ
れ
は
所
謂キ
リ
シ
タン
資
料
に、
勝る
と
も
劣
ら
ぬ
も
の
が
あ
る。

安
田
章
氏
は
浜
田
氏の
学
統
を
承
け、
そ
の
朝
鮮
資
料
刊
行に
於て
は
解
題

を
書
き、
索
引
を
作る
等、
尽
摩さ
れ
る
所
多
大で
あっ
た
が、
本
書は
氏の

ほ
ぼ二
十
年
に
亘
る
成
果で
あ
る。
浜
田
氏の
論
を
踏
ま
えつ
つ
も、
更に
数

密
な
検
討
を
加え、
大
き
く
歩
を
進
め
ら
れ
た。

以
下
所
収
論
文
を
挙
げ
る
と、
次の
如
く
で
あ
る。

①
朝
鮮
資
料の
史
的
系
譜

②
朝
鮮
資
料の
方
向
性

①
対
訳の
問
題

④
朝
鮮
資
料
論
続
沼

⑤
朝
鮮
資
料
と
国
語
表
記

⑥
ハ
行記日
価
と
朝
鮮
資
料
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⑦
捷
解
新
語
の
改
修
重
刊

③
捷
解
新
語の
改
訂
党
省

③
伊
目
波
雑
考

⑬
類
解
孜

@
辞
書
と
文
例

⑫
方
言
集
釈
と
国
語
表
記

⑬
隣
語
大
方
と
近
世
国
語

⑬
苗
代
川
の
朝
鮮
語
写
本

⑬
改
修
捷
解
新
語
の
文
釈

⑬
仮
名
資
料
序

以
下
各
論に
就い
て
見て
ゆ
く乙
と
に
する。

①
は、
朝
鮮
資
料
を
概
観
し、
そ
の
系
譜
関
係に
触
れ
た
も
の
で、
以
下
諸

記
文の
大
沼ー
が乙
乙
に
あ
る。
倭
学
(
日
本
語
学)
書で、
例
え
ば
『
経
国
大

典』
(一
四
七
こ
に
訳
科
書
と
規
定
さ
れ
た
十
四
種の
内、
現
存
す
る
の
は

僅
か
『
伊
路
波』
(一
四
九二)
一
書で
あ
る。
と
れ
は
『
捷
解
新
語』
(一
六

七
六)
の
刊
行
後、
先
行の
他
書
は
「
不
適
時
用」
と
し
て
廃
せ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る。
『
捷

控室叩』
(
時
に
原
刊
本
と
称
す)
以
降、
『路…町
内犯
解
新
語』(
時

に
改
修
本
と
称
す)
『
捷
解
新
語
文
釈』
『
倭
語
類
解』
『
隣
語
大
方』
『
交
隣
須

知』
等
が
あ
る
が、
乙
れ
ら
の
性
格と
由
来に
就
い
て
述べ
て
い
る。

②
は
短
論
文
で
あ
る
が、
安
田
氏の
朝
鮮
資
料を
扱
う
上
の
心
構
え
が
述べ

ら
れ
て
い
る。
即
ち、
「
外
国
資
料に
限
定
し
な
く
て
も、
或
る
資
料を
処
理

する
場
合に、
ま
ず、
そ
の
資
料
そ
の
も
の
の
持つ
意
味
乃
至
は
背
景
か
ら
因

っ
て
来た
る
と
こ
ろの
性
質と
そ
こ
に
あ
る
言
語
と
の
間の
有
機
的
な
関
係、

ま
た、
そ
の
資
料の
輪
郭
を
顕
現
せ
し
め
る
と
と
ろ
の、
そ
の
言
語
と
同
時
代

の
他の
文
献
に
存
す
る
言
語
と
の
対
照
的
な
綜
合
的
考
察
を
窪
な
け
れ
ば、
真

の
理
解
は
成
立
し
得
な
い
は
ず
で
あ
る。」
と、
資
料一
般に
関
わ
る
態
度に

触
れ
た
上、
朝
鮮
資
料に
於て
は、
日
本
人
の
関
与
及
び
異
る
二
言
語
聞
の
張

合い
関
係に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
する。

@は、
キ
リ
シ
タン
資
料や
中
国
資
料
に
比
し
て、
朝
鮮
資
料の一
利
点

に、
『
捷
解
新
語』
等の
対
訳
資
料の
あ
る
と
と
を
述べ、
対
訳
資
料
の
性
格

や
そ
の
取
扱い
態
度に
つ
い
て、
原
刊
本
と
改
修
本
よ
り
実
例
を
引
きつ
つ
言

及
す
る。
二
七
頁の
「
行
下」
を、
「
御
意」
の
ま
ま
で
は
理
解
し
難
い
と
さ

れ
る
が、
乙
れ
は
朝
鮮
吏
語に
通
常
用い
ら
れ
る
も
の
で、
『
吏
読
集
成』
に

「
仰
せ」、
『
大
明
律
直
解』
の
「
附
録
吏
読
略
解」
に
も、
「
上
よ
り
下
に
命

ず
る
と
と
を
い
ふ」
等
と
あっ
て、
何
ら
不
都
合
は
な
い。
同
頁
四
行
自
の
引

用
個
所
「
七8
ウ」
は、
「
七9
オ」
で
あ
ろ
う。
又三
六
頁の
例の
「
ナン

ギニ
コ
サル」
に、
朝
鮮
語
ヨ一コlヨ
317司.D-
が
充
て
ら
れ
て
い
る
が、
日

本
文
で
の
「
ナン
ギニ
コ
サル」
の
主
語
は、
文
脈
か
ら
言っ
て
「
私」
と
す

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う。
が、
朝
鮮
語
訳
は、
現
代
語
も
そ
うで
あ
る
様に、

恐
ら
く
当
時
も
他
者に
対
す
る
同
情
を
表
わ
す
もの
で
あ
る
か
ら、
主
語
は
第

一
人
称
以
外
と
な
り、
日・
朝
両
文
聞に
理
解の
相
違
が
あ
る
様に
思
え
る。

④
は、
『
捷
解
新
語』
の
原
刊
本
と
改
修
本の
敬
語
法
を
用
い
な
が
ら、
資

料
論
を
展
開
し
た
も
の
で、
両
書の
あ
り
方
が
必
ず
し
も
平
行
し
て
い
な
く、

そ
の
聞に
介
在
し
得る
種々
の
要
素
を
考
慮に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い

る。
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⑤
は、
ハ
ン
グル
に
よ
る
日
本
語
転
写
が、
当
然
規
範
性
を
志
向
し
て
い
る

筈で
あ
り
乍
ら
も、
一
方で
は
そ
れ
を
犠
牲
に
し
て
迄
も
日
本
語
を
活
写
し
よ

う
と
努め
て
い
る
点に
特
長
を
認
め、
「コ
ソ」
「
カ」
「ト」
等
を
そ
の
例
と

して
扱っ
て
い
る。

⑤
は、
ハ
行
子
音
が
江
戸
初
期に
於て、
ま
だ
〔F〕
が
規
範
的で
あっ
た



『朝鮮資料と中世国語』

ろ
うζ
と
を、
朝
鮮
資
料の
「ハ」
に
依っ
て
検
討
し
て
い
る。
キ
リ
シ
タン

やR・
コ
ッ
ク
ス
と
ほ
ぼ
同
時
代に
被
虜
と
し
て
十
年
を
過
し
た
康
遇
聖
は、

そ
の
選
著
『
捷
解
新
語』
で、
「ハ」
を
r
g
に
あ
た
るハ
ン
グル
で
写
し
て

お
り、
コ
リ
ヤ
l
ド
の
『日
本
文
典』
と
共に、
両
国唇
音
で
あっ
た
乙
と
を
証

明
し
て
く
れ
る。
乙
れ
が
約
百
年
後の
改
修
本
で
は、
7
8
以
外に
Z
も
現

わ
れ
る
が、
規
範
性に
背い
て
迄
現
実
を
写そ
う
と
する
朝
鮮
資
料
を
高
く
評

価
し
て
い
る。

⑦
は、
原
刊
本
『
捷
解
新
語』
が二
度の
改
修
を
径
て、
現
存の
改
修
本に

なっ
て
い
る
が、
そ
の
間
約
百
年
を
爾て
て
い
る。
改
修
理
由の
解
明
と
日
本

語
史
上
の
位
置
づ
け
を
すべ
く、
仮
名
表
記・
音
韻・
文
法・
語
実
等々
の
詳

細に
検
討
を
加
え、
改
修の
最
も
大
き
な
原
因
を
敬
語
体
系の
推
移に
帰
し
て

い
ヲ匂。③

は、
原
刊
本の
改
修
が、
⑦の
理
由
以
外に、
原
刊
本の
語
繋
が
中
世
末

期
か
ら
近
世
初
期に
か
け
て
の
京
都
附
近の
話
し
言
葉、
そ
れ
も
む
し
ろ
俗
な

言
葉
を
写
し
て
い
る
様
で
あ
る
に
対
し
て、
改
修
本
で
は
折
り
目
正
し
い
武
家

階
級の
言
葉へ
の
方
向づ
け、
つ
ま
り
褒
か
ら
晴へ
の
撰
択
が
行
わ
れ
て
い
る

と、
具
体
的に
例
示
し
な
が
ら
述べ
る3

③
は、
東
洋
文
庫
蔵
改
修
本
『
捷
解
新
語』
の
巻
末に
附
さ
れ
た
七
種の
附

録
を、
「
伊
呂
波」
で
総
称
し
た
上、
『
隣
語
大
方』
の
成
立
と
関
連
せ
し
め、

乙
れ
を
改
修
本
と
『
捷
解
新
語
文
釈』
の
中
間に
位
置づ
け
て
い
る。

⑬
は、
『
倭
語
類
解』
を
他の
類
解
類、
即
ち
漢
学・
蒙
学・

清学
に
お
け

る
『
訳
語
類
解』
『
蒙
諮
類
解』
『
同
文
類
解』
と
の
関
係
に
於て
述べ
た
も
の

で
あ
る。
『
同
文
類
解』
は
『
清
文
鑑』
『
大
清
全
書』
『
同
文
広
葉』
等
を
藍

本
と
し、
そ
の
中
最
前
者に
多
分に
影
響
さ
れ
て
い
る
が、
と
の『
同
文
類
解』

を
『
蒙
語
類
解』
は
継
承
し
て
い
る。一
方
『
倭
語
類
解』
は
従
来、
『
同
文
類

評〕〔書

解』
の
和
訳
或
は
日
本
流の
改
編
と
考
え
ら
れ
て
来た
が、
そ
の
門
目
や
見
出

し
語
を
丹
念
に
検
討
す
る
乙
と
に
よっ
て、
朝
鮮や
中
国
の
分
類
体
辞
書の
影

響
や
編
者の
創
意
に
よ
る
と
す
る。
見
出
し
語に
は、
他の
類
解
が
中
国
語の

み
で
あ
る
の
に
比
し、
五
種の
そ
れ
が
あ
る
と
い
う。
第一
に
中
国
語で
あっ

て、
乙
れ
に
は
『
訳
語
類
解』
の
干
渉
が
考
え
ら
れ、
第二
に
「
飛
脚」
「
蒔

$リノウdpン

ヒウチ

治」
等
の
日
本
語、
第
三
に
出
自
不
明
の
「
刀
麺」
「
火
鉄」
等、
第
四

に
「
神
主」
「
発
明」
等の
漢
字
詰
な
が
ら
臼
朝に
て
用い
方の
異
る
も
の、

イハイ
イイワケ

第五
に
朝
鮮
漢
語で
あ
る
「
調
理」
(
養
生)
「
沙工」
(
船
頭)
等。
乙
の
様

な
『
倭
語
類
解』
が
使
用に
耐
え
得
る
為に
は、
文
例
集
が
あっ
た
ろ
う
し、

本
書
は
単
な
る
日
本
語
学
習
書
で
な
く、
朝
鮮
語
学
習
書
を
も
兼ね
て
い
た
と

推
量
さ
れ
る。
そ
の
例
証
と
し
て、
薩
摩
苗
代
川に
伝
え
ら
れ
た
原
『
倭
語
類

解』
の一
写
本
『
和
語
類
解』
は、
朝
鮮
語
学
書で
あっ
た
と
する。
又
本
書

コヲ〆4
ナナ〆-zチ

に
見
え
る
「
功
名」
「
斜
路」
等の
語
が、
果
し
て
当
時日
本
語
と
し
て
存
在

し
た
の
か、
園
内
資
料
か
ら
の
点
検
を
促
さ
れ
る。
更に
朝
鮮
語の
干
渉
と
し

ミズ治ヲ
ヤνキ

て、
「
河
」
「
基」
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
結
局
諸
類
解
中
『
倭
語
類
解』

の
み
が、
極
め
て
特
異
な
方
針に
よっ
て
お
り、
種々
な
方
面
よ
りの
検
討
が

必
要で
あ
る
が、
就
中
『
交
隣
須
知』
と
の
関
係
が
重
要
と
結
ぶ。

一
九一
頁
で
「
類
解」
類
を、
い
わ
ば
「
類
書」
と
規
定
さ
れ
る
が、
む
し

ろ
「
分
類
語
葉
集」
と
で
も
すべ
き
で
あ
る。
又二
O
九
頁の
漢
字を
媒
介
と

し
た
対
訳
形
式
を、
中
華
思
想、
漢
字
中
心
主
義の
あ
ら
わ
れ
と
する
よ
り
も、

東
洋の
コ
ィ、不
ー
と
し
て
の
漢
語
を
考
え
た
い。
二一
一
頁の
「
湖」
に
つ
い

て
は、
『
訓
蒙
字
会』
の
叡
山
本、
東
大
本
共に
「
湖・
江・
河」
に
Z1
35

を
充
て
て
い
る。

⑪
は、
『
倭
語
類
解』
の
成
立
を、
『
交
隣
須
知』
に
絡
ま
せ
て
述べ
た
も
の

で、
⑬
と
内
容
的に
重
な
る
所
が
あ
る。
従
来
金
沢
庄三
郎
氏の
如
く、
後
者
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ば
前
者
を
藍
本
と
す
る
と
の
説
が
あっ
た
が、
ζ
ζ
で
は
『
交
隣
須
知』
の
文

例
を
丹
念
に
検
討
し、
そ
の
訓
が
如
何
に
『
倭
語
類
解』
に
反
映
し
て
い
る
か

を
見、
又
そ
の
ズ
レ
を
四
型に
分
類
し
て
い
る。
結
局
『
交
隣
須
知』
の
見
出

し
及
び
文
例
が
日
本
人
の
手に
なっ
て
お
り、
そ
れ
に
よっ
て
『
倭
語
類
解』

が
成
立
し
た
と
結
論
す
る。

⑫
は、
ソ
ウ
ル
大
学
蔵
の
「
方
言
集
釈」
に
つ
い
て
の
長
論
文で
あ
る。
従

来
韓
国
入
学
者の
二
論
文が
あ
る
の
み、
殆
ん
ど
未
研
究の
状
態
に
あ
る
が、

本
論
で
は
そ
の
成
立
と
性
格、
そ
し
て
そ
と
に
見
ら
れ
る
日
本
語
表
記
に二
分

し
て
述べ
る。
本
書
が
少
く
と
もそ
の
撰
者
徐
命
腐の
命
名に
依
れ
ば、
「
方

言
類
釈」
で
あっ
た
乙
と
の
確
認
か
ら
始
め、
そ
の
成
立
は一
七
七
八
年
頃で

あ
る
と
す
る。
本
書は
漢
語
の
見
出し
の
下
に、
双
行で
朝
鮮
語・
漢
語・
清

語・
蒙
語・
倭
語
がハ
ン
グル
で
記
さ
れ
て
い
る。
必
ず
し
も
すべ
て
が
揃っ

て
い
る
訳
で
は
な
く、
倭
語に
関
し
て
言
え
ば、
五
O
O
六
の
見
出
し
中、
四

四
四
七
項に
見
ら
れ
る
と
言
う。
本
書の
編
纂に
は
倭
学の
場
合、
倭
学
訳
官

洪
命
福
等
が
関
わっ
て
お
り、
彼
等
は
科
試
用
の
改
修
本
『
捷
解
新
語』
に
よ

っ
て、
品
位
あ
る
武
家
言
語
を
も
取
り
入
れ
た
折
り
目
正
し
い
日
本
語
を
知っ

て
い
る
筈
で
あ
る
の
に、
実
際
は
日
本
語
と
し
て
異
常
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い

る。
例
え
ば
用
言
を
示
す
標
識
と
し
て、
肯
定に
は「マ
シ
タ」(ノ
ド
カ
7
シ

夕、
キモ
ノ
キ
タ7
シ
タ)、
否
定に
はマ
セ
ン(ア
タル
7
セ
ン)
をつ
け
る

等、
も
し
殆
ん
ど
外
国
人
臭
を
感ぜ
し
め
な
い
程の
『
倭
語
類
解』
が
刊
行
さ

れ
て
い
た
な
ら
ば、
こ
れ
ほ
ど
異
常
な
表
現
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う。

が、
一
方で
は
『
倭
語
類
解』
と
の
関
係
も
認
め
ら
れ、
例
え
ば
「
転」
字の

倭
訓
「ウ
タ
タ」
を
動
詞
と
み
て、
「
ウ
タ
タ
マ
シ
タ」
等
と
し
て
い
る。
従

っ
て
十
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し、
未
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
かっ
た
原
『
倭
語
類

解』
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
推
量
さ
れ
る
が、
著
者の
細
心
で
厳
密
な

考
証
が
極
め
て
興
味
深い。
「
方
言
集
釈」
が
「
刊
布
之
命」
を
受
け
乍
ら
も

刊
行
さ
れ
な
かっ
た
の
は、
過
誤の
多
かっ
た
「
倭
語」
の
せ
い
で
あ
り、
又

そ
れ
が
却っ
て
「
類
解」
中
唯一
の
未
刊で
あっ
た
『
倭
語
類
解』
の
刊
行
を

促
すこ
と
に
なっ
た
の
で
は
あ
る
まい
か
と
さ
れ
る。
そ
し
て
と
の
習
熟
度の

低
い
倭
語
は、
ま
さ
に
そ
れ
が
故に、
外
国
資
料
と
し
て
の
特
殊
な
存
在
価
値

を
有
す
る
と
結
論
す
る。

次に
日
本
語
表
記
の
問
題
を、
各
自
並
書、
A口
用
並
書、
濁立国
表
記
等々
を、

原
刊
本
『
捷
解
新一語』
や
当
時のハ
ン
グル
遣い
を
慎
重
に
扱
い
つ
つ
述
べ

る。
結
局
本
書の
日
本
語
表
記
は、
従
来の
倭
学の
伝
統に
規
範
を
求
め
ず、

当
時の
朝
鮮
語
自
体の
表
記
法
に
準
拠
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
み
ら
れ、
成
立

の
時
期
は
さ
し
置
い
て
も、
日
本
語
表
記
を
原
刊
本
と
改
修
本の
聞に
位
置づ

け
得
る
と
す
る。
本
書の
日
本
語の
異
常
さ
に
は、
生の
資
料
と
し
て
の
面
白

味
が
あ
り、
そ
れに
関
聯
し
て
乙
の
編
纂に
携っ
た
訳
官
達
の
習
得
し
た
日
本

語
に
既
に
問
題
が
あ
り、
更に
朝
鮮
語の
事
柄が
絡っ
て、
複
雑
な
様
相
を
呈

し
て
い
る。
本
書
成
立
後に
刊
行
さ
れ、
も
は
や
外
国
人
臭
を
感ぜ
し
め
な
い

『
倭
語
類
解』
を
表
文
献
と
す
れ
ば、
朝
鮮
人
の
立
場
を
少
く
と
も
表
記
の
菌

で
維
持
し、
日
本
人
の
立
場
を
殆
ん
ど
交
え
ぬ
そ
の
逆
の
も
の
で、
両
者
を

「
合
せ
鏡」
と
し
て
用い
る
こ
と
に
よ
り、
朝
鮮
人
の
み
た
日
本
語
を
浮
び
上

が
ら
せ
得
る
と
す
る。

⑬
は、
先
ず
『
隣
語
大
方』
の
成
立
に
就い
て
述べ
る。
本
書が
朝
鮮で
雀

殿
齢の
手で
関
版
さ
れ
た
の
は、
一
七
九
O
年で
あ
る
が、
と
の
頃
日
本に
も

同
書
名の
書が
存
在し
て
い
た。
日
本の
も
の
は、
薩
摩
苗
代
川の
朝
鮮
被
虜

の
子
孫
が、
通
事
に
な
る
た
め
の
教
科
書と
し
て
写
本
で
伝
わ
り、
又
明
治
十

五
年
外
務
省
よ
り
も
刊
行
さ
れ
て
い
る。
対
馬の
雨
森
芳
州
の
著
述
と
も
さ

れ
る
が
確
証
な
く、
外
務
省
本の
序に
よ
れ
ば、
対
馬
藩
象
官
福
山
菜
氏
と
も
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す
る。
以
上
の
三
本
を
比
較
対
照
す
る
乙
と
に
よっ
て、
結
局
『
隣
語
大
方』

は、
日
本
人
の
朝
鮮
語
学
習
書で
あ
り、
朝
鮮
刊
本
は
乙
れ
に
基
く
と
考
え
ら

れ
る。
貿
易
上
の
往
来
書
を
集
め
た
写
本
『
韓
履
集
要』
(
苗
代
川
本)
に
も

同
文
例
が
あ
り、
原
『
隣
語
大
方』
は、
元
来
適
宜、
怒
意
的に
書
簡
よ
り
の

文
例
を
集
め
た
も
の
で
あ
り、
例
文
間
に
統一
性の
な
い
の
は、
そ
ζ
に
起
因

す
る。
増
補、
整
理
が
な
さ
れ
て
異
本
が
生
じ
た
が、
そ
の一
つ
が
朝
鮮
人
の

手に
よっ
て
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
そ
し
て
原
『
隣
語
大
方』
の
成
立
年

代
は、
文
例
の
検
討
か
ら、
安
永
か
ら
天
明
期に
設
定
さ
れ
る。
従っ
て
こ
れ

は
恐
ら
く
対
馬
通
詞の一編に
係
る
も
の
で、
雨
森
芳
州の
作に
擬
せ
ら
れ
る
の

も、
彼
が
乙
の
種の
朝
鮮
語
学
習
書一編
纂に
示
唆
す
る
所が
あっ
た
か
ら
か
も

知
れ
な
い
が、
成
立
は
そ
の
殺
(一
七
五
五)
後の
乙
と
と
考
え
ら
れ
る。
朝

鮮
刊
本
が
日
本
成
立
の
原
『
隣
語
大
方』
に
依
る
と
す
る
の
に、
助
動
詞「
被」

字
を
動
詞の
下
に
置
い
て
「
る」
「
ら
る」
に
充
て
た
り
す
る
様
な、
異
常
な

日
本
語
の
存
在
を
例
と
し
て
挙
げ
る。
『
隣
語
大
方』
は
江
戸
中
期の
口
語
と

考
え
ら
れ、
九
州
方
言の
影
響
を
受
け
て
い
る
が、
日
本
語
学
的に
み
て
も、

国
内
資
料
と
照
し
合
わ
せ
て、
よ
り
資
料
性が
高
ま
る
と
す
る。
九
頁
及
び
三

二一
一良に
『
朝
鮮
史』
よ
りの
引
用
と
し
て、
「
年
前
倭
訳
出臣
殿
齢
隣
語
大

方
を
購
納シ
テ」
と
あ
る
が、
こ
の
「
購
納」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か。⑬

は、
豊
臣
秀
吉
朝
鮮
侵
略
時の
被
虜、
主
と
し
て
陶
工
の
子
孫で
薩
摩
苗

代
川
に
住
す
る
人々
の
中、
薩
摩
焼
第
十
四
代
洗
寿
宮
家に
伝
え
ら
れ
た
朝
鮮

語
資
料
が、
新
村
出
氏
時
代に
京
大
文
学
部
言
語
学
科に
入
れ
ら
れ
た。
ハ
ン

グ
ル
文
を
本
文
と
し、
漢
字
仮
名
交
りの
日
本
文
と
平
行
せ
し
め
た
形
式の
も

の
を
最
多と
し
て、
二
十
種二
十
六
冊
が
あ
る。
と
れ
ら
の
資
料の
紹
介
と

『
倭
語
類
解』
『
隣
語
大
方』
と
の
関
係
を
述べ
る
の
が
本
論の
目
的で
あ
る。

評〕〔書

後
者に
つ
い
て
は
⑬
⑬
と
重
複
す
る
所
も
あ
り、
省
略に
従
う
が、
朝
鮮
資
料

成
立
の
背
景に、
日
本に
於
け
る
朝
鮮
語
学
研
究
を
考
慮せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

の
提
言
は
重
要
だ
と
思
う。

⑮
は、
『
捷
解
新
語
文
釈』
に
就い
て
述べ
た
も
の
で
あ
る。
こ
れ
は
改
修

本の
如
き
仮
名
書
き
の
多い
書
を
学
ん
で
も、
実
用に
は
充
分
役
立
た
ぬ
反
省

か
ら、
一
七
九六
年
に、
改
修
本
を
当
時の
日
本
語の
表
記
法
に
よっ
て、
草

書で
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
書き
直
し
た
も
の
で
あ
る。
乙
れ
に
は
「
倭
人
之
有
文
識

者」
が
加
わっ
て
お
り、
従っ
て
外
国
資
料
と
す
る
よ
り
も、
む
し
ろ
国
内
資

料の一
つ
と
し
て、
国
語
研
究
領
域
中で
最
も
整
理
の
ゆ
き
届い
て
い
な
い、

近
世
語
研
究の
立
場
か
ら
取
扱
お
う
と
す
る
もの
で
あ
る。
朝
鮮
人
の
日
本
語

理
解
や
朝
鮮
漢
文
等々
、
諸
条
件
を
考
慮
し
つ
つ、
表
記
論
の
立
場
よ
り
論
じ、

本
書の
存
在
価
値
を
近
世の
日
本
語
文
献
と
の
重
な
り
合
う
点に
認
め
る。

⑬
は、
他
と
も
重
複し、
さ
ほ
ど
朝
鮮
語
学
と
関
係
を
も
た
な
い
の
で
省
略

す
る。以

上、
評
者の
誤
解
を
憧
れつ
つ
も、
諸
論
文の
大
旨
を
み
た。
概
観
し
て

気
附
くと
と
は、
そ
の
立
論
は
綿
密
な
カ
l
ド
に
支え
ら
れ
て
い
る
如
く、
広

く
日・
朝
関
係の
諸
蓄
を
傍
証に
引
用
さ
れ、
な
お
且つ
慎
重
な
る
そ
の
発
言

は、
安
田
氏の
面
目
躍
如た
る
も
の
が
あ
る。

近
年、
例
え
ば
韓
国で
は
資
料の
影
印
本
が
よ
く
出
さ
れ
る
が、
そ
れ
ら
に

は
解
題
が
附
さ
れ
て
い
な
い
か、
あっ
て
も
無
き
に
等し
き
もの
が
多
く、
稀

に
詳
細
な
も
の
が
見
ら
れ
で
も
射
程
が
短
く
思
わ
れ
る。
安
田
氏の
もの
を
始

め、
京
大
刊の一
聯
の
資
料の
解
題
は、
論
文と
し
て
の
価
値
を
優
に
具
え
た

も
の
で、
本
書が
本
国の
反
省
を
促
す
も
の
に
なっ
て
ほ
し
く
思
う。

安
田
氏の
朝
鮮
語
は、
我々
朝
鮮
語
学
徒よ
り
み
て
も、
乙
れ
ら
資
料の
扱
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い
に
は
十二
分の
実
力
を
具
え、
又
清
語に
も
通
じ
て
お
ら
れ
る
乙
と、
国
語

学
者に
は
稀
で
あ
ろ
う
し、
そ
の
努
力
に
は
大い
に
敬
意
を
表
し
た
い。
た
だ

③に
於て
示
し
た
様
な
危
倶
の必一
さ
か
あ
る
の
は、
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ

・つ。最
近
韓
国
で
は
近
代
語、
つ
ま
り
京
大
刊
行
資
料に
あ
た
る
時
期
の
研
究
者

が
増
え
て
い
る
が、
安
田
氏
と
反
対
の
立
場
よ
りこ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
は
聞
か
な
い。
諸
論
中、
朝
鮮
語
学
者へ
の
問
い
か
け
が
屡々
見
ら
れ
る

が、
そ
れ
に
充
分
応
え
得
る
体
勢
に
は
な
い。
評
者
も
そ
の一
人
で
は
あ
る

が、
『
捷
解
新
語』
に
就
い
て
は
対
馬
宗
家
文
庫
中に、
厳
密
に
は
全
く
同
板

と
は
言
え
ぬ一
本
が
あ
り、
近々
触
れ
た
く
思
う
し、
又
そ
の
書
が
何
故
成
立

後
す
ぐ
に
刊
行
さ
れ
な
かっ
た
か
に
つ
い
て
も、
必一
さ
か
の
資
料
が
あ
る。

福
島
氏
も
指
摘さ
れ
る
如
く、
書
名に
「
中
世話回」
と
あ
る
の
は、
や
は
り

お
か
し
い
の
で
は
あ
る
まい
か。
朝
鮮
語
学
の
面
か
ら
見て
も、
乙
乙
に
見
ら

れ
る
の
は
近
代
語
で
あ
る。

用
語に
於て
「
日
鮮」
と
い
う
語
が、
例
え
ば二一
八
頁に
出、
今日
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
思わ
れ
る。
旧
稿
を
集め
た
も
の
で
あ
る
か
ら、
当
然
乍
ら
重

複が
多い。
「
あ
と
が
き」
で
「
発
表
後
の、
新
出
本の
報
告
や
研
究
成
果に

よっ
て、
改
め
た
い
個
所や
再
考
し
た
い
行
文
が
あ
り、
重
複
も
目
立つ
け
れ

ど
も、
仮に
書
き
替
え
て
ゆ
け
ば、
何
が
残
る
で
あ
ろ
う
か」
と
さ
れ
る
が、

「
改
め
た
い
個
所や
再
考
し
た
い
行
文」
は
と
も
か
く、
「
新
出
本の
報
告
や
研

究
成
果」
が
さ
ほ
ど
あ
る
と
も
聞
か
ず、
著
者の
為
人
を
知っ
て
い
な
け
れ

ば、
「で
は、
高
価
な
書で
何
を
読
ま
さ
れ
て
い
る
の
か」
と
の
疑
念
も
生
じ

よ
う。
謙
虚
も
度
が
す
ぎ
る
の
で
は
あ
る
まい
か。

今
回
氏
の
論
考
を
ま
と
め
て
拝
見し、
得
る
所
甚
大で
あ
る。
が、
評
者に

とっ
て
は、
頭
脳
不
明
断
の
せ
い
か、
行
文
の
ま
ま
に
素
直
に
理
解
が
ゆ
か

ず、
苦
痛
を
感
じ
る
所が
多
かっ
た。

本
書の
如
き、
恐
ら
く
は
採
算に
合
わ
ぬ
良
書
を
出
版
さ
れ
た
笠
間
書
院に

敬
意
を
表
し、
乙
れ
が
機
を
為し
て、
本
国
人
か
ら
の
研
究が
出
るこ
と
を
望

み、
又
日
本の
朝
鮮
語
学
徒よ
り
も
然
る
の
が、
未
発の
所
を
多
く
啓
か
れ
た

安
田
氏へ
の
礼で
あ
り、
義
務
で
あ
る
と
心
得
る。

同
氏の
今
後
の
益々
の
御
活
躍
を
祈っ
て
止
ま
な
い。

(
昭
和
五
十五
年
七
月三
十
日
発
行
笠
間
書
院
刊
A
5
版
本
文
四三一

頁・
索
引
八
頁
一
0
0
0
0
円)

ご
九
八一
・
八・
一
回、
於
京
都)
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